
　

OR DR TOT OR DR TOT

11 0 0 0 0 0 0 0 1 2 9 0 0 0 0 0 0 0 1 0

1 27 0 10 7 6 11 17 0 3 1 24 5 3 3 0 4 4 1 2

2 3 1 0 0 0 1 1 1 0 6 2 0 1 0 0 1 1 0 0

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 2 1 3 0 1

12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10 2 0 1 0 0 1 1 0 3

17 0 0 0 0 0 0 0 0 1 11 0 0 0 0 0 4 4 2 0

18 6 1 1 1 0 3 3 2 2 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 8 0 4 0 0 4 4 1 2

24 0 0 0 0 1 0 1 0 1 39 2 0 1 0 0 2 2 3 1

26 0 0 0 0 0 0 0 0 0 42 14 0 6 2 3 1 4 0 0

27 2 0 1 0 1 1 2 1 1 52 0 0 0 0 0 1 1 0 0

32 3 0 1 1 3 3 6 1 2 77 0 0 0 0 1 1 2 1 3

33 0 0 0 0 1 0 1 0 0 83 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 88 0 0 0 0 0 1 1 1 1

45 28 4 7 2 2 2 4 1 2 91 10 0 3 4 1 2 3 2 3

60 0 0 0 0 0 0 0 0 0 99 0 0 0 0 0 0 0 0 0

69 6 20 11 14 21 35 7 14 62 5 19 9 7 23 30 12 16

　第１Ｑ、名院大ボールでスタート。名院大＃１王のミドルシュートで先制する。対する名経大＃１橋本の３Ｐシュートが決
まり応戦する。名経大＃３２喜納のミドルシュート、名院大＃４５高田のミドルシュートが互いに決まり一進一退の展開が続
く。１７－１６で名院大がリードして、第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、名経大ボールでスタート。開始２分名経大の粘り強いディフェンスから流れを掴み、＃４２ケリーアズワンがス
ティールから得点する。名院大は＃４５高田と＃１王を中心にオフェンスを組み立てる。拮抗した状態の試合展開が続くも
終了間際、名院大＃１８足達が３Ｐシュートを沈める。それに対し、すぐさま名経大＃１橋本が３Ｐシュートを決め、２７－３２
で名経大がリードをし、第２Ｑ終了。
　第３Ｑ、名院大ボールでスタート。名経大＃８８加藤のドライブから＃４２ケリーアズワンがミドルシュートを決め得点を重
ねる。対する名院大は、＃４５高田の３Ｐシュート、＃１王のポストプレーで応戦する。互いに激しいディフェンスから両者譲
らない展開で第３Ｑ終了間際、名院大＃４５高田が３Ｐシュートを沈め、４８ー４５が名院大のリードをし、第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、名経大ボールでスタート。名経大＃３２喜納が連続してミドルシュートを決め、一時逆転するも、名院大＃４５高田
が３Ｐシュートで返す。さらにディフェンスから走る名院大が得点を重ね、＃１王を中心に点数を重ねていく。名経大＃１橋
本の３Ｐシュートが決まるも及ばず、６９－６２で名院大が勝利し、試合終了。

栗山　友稀

稲垣　守亮

楠本　泰聖

総　　　計

高田　洸希

主　　　審

江川　翔竜

奥山　喜理人
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王　偉嘉

田中　慎之介

山本　和弥

№ ２P

水野　叶

FT

橋本　大嗣

澤口　翔

小嶋　悠斗

喜納　昌也

占部　拓人氏

チームリバウンド

羽場　信彦氏
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会場 スカイホール豊田

名古屋経済大学

東海学生バスケットボール連盟テーブル・サブスコア

永井担当者

69

大会名　　　　　　　　

男子

令和2年11月1日 開始時刻　　11時00分

2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

勝ちチーム 負けチーム

名古屋学院大学

得 点

F

田中　翔大

３P
REB

ASFTPTS



　

OR DR TOT OR DR TOT

1 5 1 1 0 1 2 3 3 1 10 15 0 6 3 2 0 2 0 3

2 19 3 5 0 0 2 2 2 2 7 0 0 0 0 3 0 3 0 1

3 26 1 11 1 5 5 10 2 1 12 0 0 0 0 0 2 2 1 0

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 9 2 1 1 0 2 2 0 1

6 5 1 1 0 0 0 0 1 0 14 3 0 1 1 2 2 4 0 1

7 11 1 4 0 4 3 7 6 2 18 0 0 0 0 0 4 4 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23 4 0 2 0 1 0 1 1 1

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 6 0 2 2 0 2 2 2 1 31 4 0 2 0 0 3 3 0 1

19 5 1 1 0 2 1 3 0 2 32 0 0 0 0 1 2 3 0 0

74 20 2 6 2 1 4 5 3 4 40 0 0 0 0 0 1 1 0 1

89 0 0 0 0 0 0 0 0 0 70 0 0 0 0 0 0 0 0 0

91 10 1 3 1 5 3 8 0 1 86 0 0 0 0 0 2 2 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 88 4 0 2 0 0 0 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

107 11 34 6 18 22 40 19 14 39 2 14 5 9 18 27 3 10

武市　藍伽

森　夕佳

松下　奈央

鈴木　歩海

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　

中部大学
34-13

24-10

2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

女子

令和2年11月1日 開始時刻　　11時00分 会場 スカイホール豊田

FT
REB

AS

勝ちチーム 得 点 負けチーム

愛知学泉大学 107

31-13

39

名　　　前 PTS ３P

18-3

F№ 名　　　前 PTS ３P ２P F

　平野　実月 青木　　翔菜琳

鬼塚　彩乃 木戸口　侑未

２P FT
REB

AS№

石牧　葵 池田　早紀

粟津　雪乃 谷口　瑠理名

岡田　真那美 藤本　奈夕

森　美月 中村　優良

小柳　亜結 岡田　早紀

坂本　雅 青山　美瑛

石原　柚香 花村　歩美

町田　鈴華 上村　菜々美

黒澤　楓

深津　彩生

山本　静花

國井　仁奈梨

松田　藍羽

　第１Ｑ、中部大ボールでスタート。開始早々、学泉大＃７４國井の３連続得点から一気に流れを掴む。対する中部大は
ピック＆ロールから＃１３中村が連続で得点し対抗する。しかしその後、学泉大＃２鬼塚が連続で3Ｐシュートを決める。果
敢にリングへと攻めた学泉大が３１―１３とリードをし、第１Ｑ終了。
　第２Ｑ，中部大ボールでスタート。学泉大＃３岡田のオフェンスリバウンドからポストプレーで＃７粟津の３Ｐシュートで得
点を量産する。対する中部大は＃３１青山と＃８６鈴木のガードコンビによる力強いドライブからのレイアップシュートで反
撃をする。終始激しいディフェンスからブレイクで得点を重ねた学泉大が６５―２６でリードをし、第２Ｑ終了。
　第３Ｑ、学泉大ボールでスタート。学泉大＃３岡田のレイアップシュートや＃１９山本のミドルシュートで点差を広げる。対
する中部大は巧みなスクリーンプレイから＃１０青木の得点を中心に点差を縮めようとする。前半からの勢いは止まらず、
点差を広げた学泉大が８９―３６でリードをし、第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、中部大ボールでスタート。学泉大＃７４國井の力強いドライブからのレイアップシュート、＃９１深津が終始ゴール
下を支配しリバウンドと得点を共に量産する。これに対して中部大は＃１４池田のバスケットカウントや＃１８谷口を中心と
したリバウンドやルーズボールなどの泥臭いプレーで流れを引き寄せようとする。オールコートの激しいディフェンスで得点
を許さなかった学泉大が１０７－３９で勝利をし、試合終了。

村上　知訓氏

チームリバウンド 7 チームリバウンド 9

主　　　審 鳥井　昭宏氏 副　　　審

戦評 担当者 范

総　　　計 総　　　計



　

OR DR TOT OR DR TOT

3 2 0 1 0 0 0 0 3 2 10 9 3 0 0 0 3 3 0 3

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 5 1 1 0 0 3 3 0 1

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 6 0 3 0 7 2 9 1 4

4 9 1 3 0 2 2 4 1 2 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 1 2 3 0 0 9 5 1 1 0 0 4 4 0 2

7 19 0 9 1 7 10 17 0 1 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 8 2 0 2 1 2 3 0 1 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 7 1 1 2 1 6 7 3 1 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 8 0 4 0 4 1 5 1 0 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 2 0 2 2 0 33 2 0 1 0 1 3 4 0 1

27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 0 0 0 0 0 0 0 0 2 51 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 7 1 2 0 2 4 6 0 3 54 0 0 0 0 1 2 3 1 1

33 6 0 3 0 1 0 1 0 0 59 24 0 10 4 6 5 11 0 2

42 0 0 0 0 0 0 0 0 0 72 0 0 0 0 3 2 5 0 0

99 0 0 0 0 0 0 0 0 0 88 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66 5 23 5 21 27 48 10 13 51 5 16 4 18 24 42 2 14

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

名古屋大学
13-11

23-17

男子

令和2年11月1日 開始時刻　　１３時００分 会場 スカイホール豊田

FT
REB

AS

勝ちチーム 得 点 負けチーム

常葉大学 66

11-5

51

名　　　前 PTS ３P

19-18

F№ 名　　　前 PTS ３P ２P F

綱干　海有 萩野　敦也

山本　大地 池　桑志

２P FT
REB

AS№

神田　諒成 位田　拓未

西田　航 中村　健生

阪田　一生 石原　幸之介

細井　聡馬 臼井　真

鈴木　凌真 平岩　広羽

塩崎　優 北村　昂也

色山　輝 瀧　隆太

加藤　皓基 石田　陵真

山下　颯 加茂　俊介

大塚　琳平 鈴木　洋毅

上野　大翔 服部　泰知

平岩　真司 萩原　颯人

宮下　凱 北村　昂也

山本　星矢 寺床　篤

廣岡　耕平 石田　陵真

森川　優 平岩　広羽

竹平　圭吾氏

チームリバウンド 2 チームリバウンド 4

総　　　計 総　　　計

主　　　審 大豆村　斉氏 副　　　審

戦評 担当者 佐藤

　第１Ｑ、名古屋大ボールでスタート。開始早々、名古屋大＃１０萩野が３Ｐシュートを決める。対する常葉大は＃７西田
が気迫あふれる力強いゴール下のシュートで連続得点を奪い、簡単に流れを渡さない。その後は一進一退の攻防が
続き、１１―５で常葉大がリードして、第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、常葉大ボールでスタート。名古屋大＃５９平岩がドライブとリバウンドから得点につなげ、点差を縮める。常葉
大は速いパス回しから＃１６塩崎の３Ｐシュートや＃３２廣岡のジャンプシュートで得点を重ねる。粘り強いディフェンス
で、簡単に得点を許さなかった常葉大が２４―１６でリードして、第２Ｑ終了。
　第３Ｑ、名古屋大ボールでスタート。常葉大＃７西田が高さを活かしたリバウンドからのシュートを決めると、＃１１加
藤のアシストで＃３２廣岡がシュートを決め、点差を広げる。名古屋大はスクリーンをうまく使い、＃１０萩野の３Ｐシュー
トや＃５９平岩の積極的なドライブから得点を決め、応戦する。着実に得点を重ねた常葉大が、４７―３３でリードして第
３Ｑ終了。
　第４Ｑ、常葉大ボールでスタート。名古屋大は激しいディフェンスからボールを奪い、＃１０萩野と＃９位田が３Ｐシュー
トを決める。常葉大は＃７西田がゴール下を支配し、得点を重ねていく。終了間際、名古屋大＃４石原がミドルシュート
やドライブからのバスケットカウントを決めるが追撃に及ばず、６６―５１で常葉大が勝利した。



　

OR DR TOT OR DR TOT

4 10 1 3 1 1 3 4 2 5 7 20 3 3 5 2 6 8 0 5

5 16 1 6 1 0 2 2 2 2 0 5 1 1 0 0 0 0 0 2

6 3 0 1 1 1 1 2 0 2 2 8 0 3 2 3 3 6 0 5

7 8 0 2 4 4 3 7 3 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 12 0 4 4 2 4 6 0 1 8 0 0 0 0 1 0 1 0 0

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 1 1 0 1 17 4 0 2 0 3 4 7 0 2

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 0 1 21 5 1 1 0 0 7 7 0 3

14 2 0 1 0 3 0 3 0 0 25 0 0 0 0 0 0 0 0 2

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 71 14 1 4 3 2 12 14 0 1

18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 15 1 6 0 0 3 3 0 3 88 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66 3 23 11 11 17 28 7 16 56 6 14 10 11 32 43 0 20
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10-0

桜花学園大学 静岡産業大学66 56

落合　正典氏

14 6

坂下　冴

PTS ３P ２P

戦評 担当者 栗島

F

浜本　希代加

北田　美紀 杉本　結

総　　　計 総　　　計

FTAS F № 名　　　前№ 名　　　前 PTS ３P ２P

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

大会名　　　　　　　　 2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

女子

令和2年11月1日 開始時刻　　13時００分 会場 スカイホール豊田

勝ちチーム 得 点 負けチーム

12-16

10-8

13-15

長田　槙

森田　七海

山嵜　亜未 杉本　ちひろ

斎藤　加奈

中野　茉莉

尾崎　梨里花

竹内　愛海

厚木　希瞳

石川　莉子

高橋　杏

北村　音緒

丸目　陽

安達　真紀

松原　明音

坂元　美名

山下　あい

林　美弥子

澄川　きらら

大村　笑未

今井　春瑠

倉永　楓里木村　葵

高橋　呉波

熊澤　杏香

藤田　玲和音

中村　優夏

チームリバウンド チームリバウンド

小林　朝香

主　　　審 片山　誠太氏 副　　　審

　第１Ｑ、桜花大ボールでスタート。静産大＃２杉本がリバウンドシュートで先制し、＃７浜本の３Ｐシュートで得点し主導
権を握る。桜花大は激しいディフェンスからの速攻や＃６山嵜のバスケットカウントで応戦する。アウトサイドシュートで
得点を狙う桜花大に対し、リバウンドからの速い展開で得点を重ねた静産大が１６―１２とリードし、第１Ｑ終了。
　第２Ｑ、静産大ボールでスタート。	桜花大は、粘り強いチームディフェンスでボールを奪い、＃４望月のジャンプシュー
トや＃８尾崎のフリースローなどで追い上げを試みる。対する静産大は、＃７１藤田が３Ｐシュートのバスケットカウント
を成功させ、流れを渡さない。相手のファールを誘い、フリースローで得点を重ねた桜花大が点差を縮めるが、２４―２
２と静産大がリードし、第２Ｑ終了。
　第３Ｑ、桜花大ボールでスタート。互いに激しいディフェンスやリバウンドで均衡状態が続く中、静産大＃７浜本や＃２
杉本がフリースローやジャンプシュートで徐々に点差を離していく。対する桜花大は＃５北田のジャンプシュートや＃１９
木村の速攻で粘りを見せる。＃１４北村の速攻や＃４望月の３Ｐシュート追い上げを試みる桜花大に対し、動きを止め
ないオフェンスから得点を重ねた静産大が３９―３５でリードし第３Ｑ終了。
　第４Ｑ、桜花大ボールでスタート。序盤、静産大＃７１藤田がバスケットカウント、ルーズボールと気迫のプレーを見せ
る。桜花大＃８尾崎がプレッシャーのあるディフェンスからスティールで追い上げを見せるが、静産大は＃７や浜本＃２
１松原の連続３Ｐシュートで突き放す。＃１９木村のドライブ＃５北田の３Ｐシュートなど、全員で果敢にゴールに向かう
桜花大が粘りをみせ、５６―５６でオーバータイムに持ちこむ。
　オーバータイム、静産大ボールでスタート。桜花大＃５北田、＃８尾崎などが連続得点に成功する。接戦の末、全員
でボールを追い続けた桜花大が５６－６６で勝ち切り、試合終了。

望月　楓華

21-17



　

OR DR TOT OR DR TOT

49 12 0 5 2 2 4 6 3 3 70 17 3 3 2 1 5 6 0 4

2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 1 0 0 1 1 0 2

5 10 0 4 2 0 8 8 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 3 1 0 0 0 8 8 9 4

7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 18 3 4 1 0 3 3 2 2

9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 2 0 0 2 0 0 0 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 5 0 2 1 2 5 7 0 2

12 7 0 3 1 2 3 5 1 2 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 1 0 1 0 0

17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 21 5 2 2 1 6 7 1 1

21 2 0 1 0 1 6 7 1 4 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 12 0 6 0 3 2 5 2 2 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 15 1 6 0 2 3 5 1 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 3 1 0 0 2 6 8 3 1 24 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44 23 5 3 2 0 5 5 0 3 77 5 0 2 1 0 5 5 2 0

88 0 0 0 0 0 0 0 0 0 91 0 0 0 0 0 0 0 0 0

84 7 28 7 12 37 49 15 16 73 12 14 9 5 33 38 0 15

大会名　　　　　　　　 2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

令和2年11月1日 開始時刻　　15時00分 会場 スカイホール豊田

男子

勝ちチーム 得 点 負けチーム

中京大学 84

15-24

73 静岡産業大学

№ 名　　　前 PTS ３P

17-16

26-9

26-24

F № 名　　　前 PTS２P FT
REB

AS AS F３P ２P FT
REB

山口　航世林　怜建

原　彪我浦野　泰斗

藤井　滝

石部　歩希森田　蒼一郎

鈴木　真斗上塚　亮河

水谷　和樹

緒方　康太 竹内　琢人

出口　祥伍 前川　竜輝

濱田　真魂 宇佐見　柊五

江川　誠 加藤　麗央

小澤　幸平 冨井　玲治

藤田　恵吾 村瀬　巧将

植木　将太郎 枝村　颯真

川嶋　正輝 東海　陸央

山路　哲司 奥山　祐太

中崎　圭斗 姜　東辰

永井　幹久 大谷　樹

高木　寛大 林　俊伸

総　　　計 総　　　計

范　浩靖 田中　祐二

チームリバウンド 2 チームリバウンド 1

主　　　審 中根　俊彦氏 副　　　審 稲垣　諒大氏

八木

第１Ｑ、中京大ボールでスタート。開始直後、中京大＃３０中崎がゴール下で得点を奪い、立て続けに３Ｐシュートも沈
める。対する静産大は＃２石部の鋭いドライブから＃７０原がゴール下に合わせて得点をしていく。静産大＃７０原がリ
バウンドからのバスケットカウントで得点をし、さらに静産大＃３水谷の３Ｐシュートが炸裂し波に乗る静産大が２４―１５
でリードをし、第１Ｑ終了。
第２Ｑ、静産大ボールでスタート。静産大＃７前川がフリースローを確実に決めて得点を重ねる。対する中京大は＃４９
浦野の激しいディフェンスから速攻からの得点、＃４４永井の３Ｐシュートでの得点により応戦する。前半終了間際、静
産大＃３水谷の力強いゴール下やドライブで得点する。前半で勢いを見せた静産大が４０－３２でリードをし、第２Q終
了。
第３Ｑ、中京大ボールでスタート。中京大＃３０中崎のブロックショットから速攻へとつなげ、＃４９浦野のバスケットカウ
ントで流れを掴む。中京大＃４９浦野のディフェンスから連続得点し、逆転に成功。対する静産大は、激しいディフェンス
からオフェンスへとつなげる。静産大＃１７冨井のドライブに＃７７大谷があわせ、得点する。第３Ｑ終了間際、静産大＃
８竹内がリバウンドからのタップシュートに成功し粘りを見せる。流れをつかんだ中京大が５８－４９とリードし、第３Ｑ終
了。
第４Ｑ、静産大ボールでスタート。中京大＃４４永井が連続で３Ｐシュートを沈め、リードを広げる。静産大＃１７冨井も連
続で３Ｐシュートを沈め、どちらも主導権を譲らない。静産大＃１７冨井がオフェンスリバウンドからそのまま３Ｐシュート
を決め、粘りをみせる。昨年度の王者である中京大が意地を見せ８４－７３で勝利をし、試合終了。

戦評 担当者



　

OR DR TOT OR DR TOT

28 9 1 3 0 2 6 8 4 3 30 0 0 0 0 0 1 1 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 0 1 7 10 0 5 0 3 8 11 0 3

14 0 0 0 0 0 0 0 0 3 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22 13 1 5 0 4 4 8 0 2 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25 15 1 6 0 4 7 11 0 3 25 2 0 0 2 1 1 2 1 2

26 4 0 2 0 1 0 1 0 1 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35 3 1 0 0 1 3 4 1 0 37 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 0 0 0 0 0 0 0 0 0 39 9 0 3 3 0 5 5 3 0

39 0 0 0 0 0 1 1 0 0 42 4 0 2 0 1 3 4 0 1

46 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 0 0 0 0 0 0 0 0 0

74 2 0 1 0 2 0 2 2 2 72 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75 0 0 0 0 0 0 0 0 0 73 13 2 1 5 1 3 4 0 0

77 3 0 1 1 4 1 5 1 4 79 0 0 0 0 0 0 0 0 0

89 0 0 0 0 0 0 0 0 0 83 10 0 5 0 1 4 5 0 1

49 4 18 1 18 22 40 8 19 48 2 16 10 7 25 32 4 7

テーブル・サブスコア 東海学生バスケットボール連盟

女子

大会名　　　　　　　　 2020年度東海学生バスケットボール秋季大会

令和2年11月1日 開始時刻　　15時04分 会場 スカイホール豊田

得 点 負けチーム

18-12

名古屋学院大学 49

14-20

48 名古屋経済大学

勝ちチーム

№ 名　　　前 PTS ３P

11-9

6-7

F № 名　　　前 PTS２P FT
REB

AS AS F３P ２P FT
REB

稲嶺　明莉 田中　未来

ダフェ　ハディ熊谷　萌

大澤　優奈前田　芽生

関　瑞葵宮嵜　沙也加

竹本　結依嘉陽　梨佳子

倉橋　邑佳宮脇　志帆

瀬長　杏南田中　聖香

黒沼　咲百矢野　凪紗

稲垣　美優矢野　聖華

垣内　理菜野村　瞳

徳原　さくら 田村　春菜

濱江　麻冬

成田　めぐみ石丸　雪乃

遠山　佳奈

岡村　優美 佐藤　優美

嵐　夏妃 アディアウイアコエ
ラリヤ　ババ　アーメド

園田　夏菜 佐藤　もも

宮永　芽衣 木下　七美

総　　　計 総　　　計

屋宜　沙弥香 小野　佑紀

主　　　審 加藤　文さん 副　　　審 足立　尚隆氏

チームリバウンド 3 チームリバウンド 5

第１Ｑ、名経大ボールでスタート。名経大＃７ダフェがゴール下のシュートで先制。直後に名院大＃２８稲嶺
のミドルシュートで応戦する。両者とも堅いディフェンスで得点が伸び悩むも、名経大＃８３小野がスティー
ルからレイアップシュートで点差を広げる。名院大＃２５矢野が負けじとドライブで得点する。＃７ダフェの
ゴール下を起点に得点を伸ばした名経大が１４－２０でリードして第１Ｑ終了。
第２Ｑ、名院大ボールでスタート。名院大＃２５矢野のドライブで先制すると、リバウンドからのゴール下の
シュートで点差を縮める。名経大は＃７３木下の３Ｐシュートや＃３９成田のアシストから＃８３小野がバス
ケットカウントを奪う。オフェンスを立て直した名経大が２５－２９とリードを保ち第２Ｑ終了。
第３Ｑ、名院大ボールでスタート。序盤から両者共にディフェンスを固め得点を許さない。名院大＃２２がレ
イアップシュートで先制すると、＃７７園田がゴール下を決め、点差を縮める。対する名経大は＃４２遠山の
ゴール下で引き離す。３１－３６で名経大がリードして、第３Ｑ終了。
第４Ｑ、名院大ボールでスタート。名院大＃２５矢野のミドルシュートで先制する。名経大は＃８３小野の
ゴール下や＃３９成田のドライブで応戦する。名院大＃２８稲嶺のレイアップシュートで逆転に成功すると、
＃２６田中のミドルシュートで点差を離す。名経大は＃７ダフェがリバウンドをもぎ取り、ゴール下を沈めて
食らいつく。勝負どころでシュートを決め名院大が４９－４８で勝利し、試合終了。

戦評 担当者 菊池


